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	1. 重要な会計方針
	(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
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	ア 市場価格のあるもの･･･････････････････････会計年度末における市場価格基づく時価法
	イ 市場価格のないもの･･･････････････････････出資金額
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	(4) 有形固定資産等の減価償却の方法
	① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
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	ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
	イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産


	(5) 引当金の計上基準及び算定方法
	① 投資損失引当金
	市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、実質価額が著しく低下した場合における実質価額と取得価額との差額を計上しています。
	② 徴収不能引当金
	未収金については、過去5年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。長期延滞債権については、過去5年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上しています。
	③ 退職手当引当金
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	④ 損失補償等引当金
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	⑤ 賞与等引当金
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	(6) リース取引の処理方法
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	ただし、水道事業会計及び下水道事業会計についてはこの限りではありません。
	(8) 消費税の会計処理
	消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
	ただし、水道事業会計及び下水道事業会計については税抜方式によっています。
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	① 物品及びソフトウェアの計上基準
	物品については、取得価額又は見積価格が50万円（美術品は300万円）以上の場合に資産として計上しています。
	ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。
	ただし、水道事業会計及び下水道事業会計についてはこの限りではありません。
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